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添付資料(1)：現況平面図 

 

  





  

 

添付資料(2)：地質調査結果 
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   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 22日

南　茂樹

T-1-1

(1.10～1.90m)

1.670

1.087

2.736

43.9

1.531

96.7

17.6

34.4

29.8

18.2

-

19

62.7

40.1

22.6

シルト質

(SMHG)

UU三軸

27.3

0.0

礫質砂

一軸圧縮強さ qu

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

kN/m2

％

MN/m2



 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 10日

南　茂樹

T-1-1

(1.10～1.90m)

0.0

17.6
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Fm
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(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標
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   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 8日

南　茂樹

T-1-1 (1.10～1.90m)

49

91.493

20.9

0.99801

83.984

49

43.879

32.061

11.818

2.737

50

91.218

20.9

0.99801

83.709

50

44.224

32.402

11.822

2.736

2.736

51

97.178

20.9

0.99801

89.658

51

42.887

31.047

11.840

2.735



   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 7日

南　茂樹

43.9

T-1-1 (1.10～1.90m)

1155

193.63

145.50

32.57

42.6

1176

197.01

146.96

32.94

43.9

1190

194.58

144.57

33.72

45.1



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 7日

南　茂樹

T-1-1

(1.10～1.90m)

100.0

91.0

88.1

82.4

77.5

68.7

60.2

50.4

48.0

0.0448 42.4

0.0321 38.9

0.0207 32.7

0.0122 26.1

0.0087 23.0

0.0062 19.9

0.0031 15.8

0.0013 13.3

T-1-1

(1.10～1.90m)

0

11.9

5.7

4.9

17.3

12.2

29.8

18.2

82.4

68.7

48.0

19

0.2468

0.1002

0.0170

-

-

-

2.736

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

0.0063

粒 径 (mm)

通
過
質
量
百
分
率
 
（
％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005
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粒径加積曲線
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   土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）
J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％
）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 7日

南　茂樹

T-1-1 (1.10～1.90m)

41 60.7

33 61.5

29 62.1

25 62.8

20 63.4

15 64.7

40.1

40.0

40.3

62.7

40.1

22.6

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

59

61

63

65

67

62.7 %

If =  9.1



J I S A 1 2 2 5

J G S 0 1 9 1
土 の 湿 潤 密 度 試 験 （ ノ ギ ス 法 ）

調査件名

試料番号（深さ）

試験年月日

試 験 者

供 試 体 No.

供 試 体 の 質 量 m g

供

試

体

体

積

直

径

高

さ

上 部 cm

中 部 cm

下 部 cm

平 均 値 D cm

cm

平 均 値 H cm

体 積 V ＝（πD 2 /4）H cm3

含

水

比

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

湿潤密度ρt＝m /V g/cm3

乾燥密度ρd＝ρt/(1+w/100) g/cm3

間 隙 比 e ＝(ρs/ρd)－1

飽 和 度 S r＝wρs/(e ρw） ％

土粒子の密度 ρs g/cm3

平 均 値 ρd g/cm3

平 均 値 w ％

平 均 値 e

平均値 ρt g/cm
3

平均値 S r ％

特記事項

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 6日

T-1-1 (1.10～1.90m) 江守　達弥

1

1060.97

7.460

7.480

7.485

7.445

7.465

7.445

7.463

13.950

13.950

13.950

610.23

2

1007.97

7.440

7.495

7.485

7.450

7.480

7.440

7.465

14.000

14.000

14.000

612.74

3

980.96

7.435

7.465

7.510

7.445

7.485

7.535

7.479

13.735

13.735

13.735

603.40

1753

284.36

206.58

33.59

45.0

1730

1477.51

1111.00

473.40

57.5

1728

1426.82

1069.25

472.62

59.9

45.0 57.5 59.9

1.739

1.199

1.282

96.0

1.645

1.044

1.621

97.1

1.626

1.017

1.690

97.0

2.736

1.087

54.1

1.531

1.670

96.7



   
J G S 0 5 2 0 土 の三軸試験の供試体作製・設置

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供試体を用いる試験の基準番号と名称

試 料 の 状 態 1)

供 試 体 の 作 製 2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No.

初

期

状

態

直 径 cm

平 均 直 径 D i cm

高 さ cm

平 均 高 さ H i cm

体 積 V i cm3

含 水 比 w i ％

質 量 m i g

湿 潤 密 度 ρti
3) g/cm3

乾 燥 密 度 ρdi
3) g/cm3

間 隙 比 e i 3)

飽 和 度 S ri 3) ％

相 対 密 度 D ri 3) ％

設

置

・

飽

和

過

程

軸変位量の測定方法

設置時の軸変位量 cm

飽和過程の軸変位量 cm

軸 変 位 量 ΔH i 5) cm

体積変化量の測定方法

設置時の体積変化量 cm3

飽和過程の体積変化量 cm3

体 積 変 化 量 ΔV i 5) cm3

圧
密
前
（
試
験
前
）

高 さ H 0 cm

直 径 D 0 cm

体 積 V 0 cm3

乾 燥 密 度 ρd0 3) g/cm3

間 隙 比 e 0 3)

相 対 密 度 D r0 3) ％

炉

乾

燥

後

容 器 No.

（炉乾燥供試体＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉 乾 燥 質 量 m s g

特記事項 1) 試料の採取方法，試料の状態（塊状，凍結，ときほぐされた）等を記載する。

2) トリミング法，負圧法の種別，凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。

3) 必要に応じて記載する。

4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場合は最小乾燥密度，

   最大乾燥密度等を記載する。

5) 設置時の変化と飽和過程および B 値測定過程での変化を合わせる。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 6日

T-1-1 (1.10～1.90m) 江守　達弥

JGS 0521 土の非圧密非排水(UU)三軸圧縮試験

乱さない

トリミング法

(SMHG)

2.736

液性限界 w L %

塑性限界 w P %

62.7

40.1

1

7.470

7.465

7.455

7.463

13.950

13.950

13.950

610.23

45.0

1060.97

1.739

1.199

1.282

96.0

外部変位計によって測定

0.000

0.000

0.000

計算による

0.00

0.00

0.00

13.950

7.463

610.23

1.199

1.282

731.70

2

7.450

7.478

7.510

7.479

13.735

13.735

13.735

603.40

59.9

980.96

1.626

1.017

1.690

97.0

0.000

0.000

0.000

0.00

0.00

0.00

13.735

7.479

603.40

1.017

1.690

613.48

3

7.468

7.468

7.460

7.465

14.000

14.000

14.000

612.74

57.5

1007.97

1.645

1.044

1.621

97.1

0.000

0.000

0.000

0.00

0.00

0.00

14.000

7.465

612.74

1.044

1.621

639.98



   
J G S 0 5 2 1 土 の 三軸圧縮試験［UU］ （応力－ひずみ曲線）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称
1)

1)

ひずみ速度 ％/min

特記事項 1) 必要に応じて粘性土
   の場合は液性限界，
   塑性限界，砂質土の
   場合は最小乾燥密度，
   最大乾燥密度等を記
   載する。

供 試 体 No.

セル圧・圧密応力

背 圧 u b

主

応

力

差

最

大

時

圧縮強さ (σa-σr ) max

軸ひずみ εaf ％

CU

間隙水圧 u f

有効軸方向応力 σ′af

有効側方向応力 σ′rf

CD
体積ひずみ εvf ％

間 隙 比 e f

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

変形係数 E 50 MN/m2

供試体の破壊状況

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 6日

T-1-1 (1.10～1.90m) 江守　達弥

(SMHG)

液性限界 w L %

塑性限界 w P %

62.7

40.1

1.0

1

20

61.5

14.02

2.15

2

60

42.4

15.00

1.08

3

100

59.5

13.99

3.28

軸ひずみ εa （％）

主
応
力
差
（
σ
a
－
σ
r
）
(
k
N
/
m
2
)

0 2 4 6 8 10 12 14
0

10

20

30

40

50

60

70

(σa-σr) -εa 曲線

1

2

3



   
J G S 0 5 2 1 土の強度特性 土の三軸圧縮試験［UU］

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

強 度 定 数

応 力 範 囲

正 規 圧 密 領 域

過 圧 密 領 域

全 応 力

c φ ° tanφu u u

有 効 応 力

c′ φ′ °kN/m2 kN/m2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 6日

T-1-1 (1.10～1.90m) 江守　達弥

27.3 0.0 0.000

σ
 
(
k
N
/
m
2
）

τ (kN/m
2
）

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

1
6
0

1
8
0

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0



   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 27日

南　茂樹

T-4-1

(2.00～2.60m)

1.593

0.960

2.696

69.3

1.812

98.2

0.4

19.4

32.9

47.3

-

9.5

81.8

42.0

39.8

砂質シルト

(MHS)

UU三軸

22.1

0.0

(高液性限界)

一軸圧縮強さ qu

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

kN/m2

％

MN/m2



 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 27日

南　茂樹

T-4-1

(2.00～2.60m)

0.0

0.4

19.4

80.2

32.9

47.3

9.5

-

81.8

42.0

39.8

砂質シルト

(高液性限界)

(MHS)

○

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数
I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

○

三角座標

  
0
  
5
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5
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0
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5
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5
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0

  0  5
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 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5
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0
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5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0
  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5
10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～
75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 24日

南　茂樹

T-4-1 (2.00～2.60m)

157

96.148

19.1

0.99838

88.765

157

44.919

33.192

11.727

2.695

158

94.829

19.1

0.99838

87.392

158

43.781

31.970

11.811

2.696

2.696

159

94.694

19.1

0.99838

87.270

159

44.007

32.216

11.791

2.696



   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 22日

南　茂樹

69.3

T-4-1 (2.00～2.60m)

1128

157.69

106.34

32.24

69.3

1129

159.09

107.57

33.00

69.1

1130

157.53

106.39

32.70

69.4



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 22日

南　茂樹

T-4-1

(2.00～2.60m)

100.0

99.8

99.6

97.4

92.4

88.3

82.5

80.2

0.0429 76.2

0.0306 73.3

0.0197 67.8

0.0116 60.5

0.0083 55.4

0.0060 50.2

0.0031 40.6

0.0013 33.3

T-4-1

(2.00～2.60m)

0

0.2

0.2

2.2

9.1

8.1

32.9

47.3

99.6

92.4

80.2

9.5

0.0112

0.0059

-

-

-

-

2.696

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

-

粒 径 (mm)

通
過
質
量
百
分
率
 
（
％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

T-4-1 (2.00m～2.60m)



   土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）
J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％
）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 23日

南　茂樹

T-4-1 (2.00～2.60m)

38 78.9

34 79.5

29 80.7

24 82.1

20 83.3

16 85.1

42.2

41.7

42.0

81.8

42.0

39.8

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

75

79

83

87

91

81.8 %

If =  16.6



J I S A 1 2 2 5

J G S 0 1 9 1
土 の 湿 潤 密 度 試 験 （ ノ ギ ス 法 ）

調査件名

試料番号（深さ）

試験年月日

試 験 者

供 試 体 No.

供 試 体 の 質 量 m g

供

試

体

体

積

直

径

高

さ

上 部 cm

中 部 cm

下 部 cm

平 均 値 D cm

cm

平 均 値 H cm

体 積 V ＝（πD 2 /4）H cm3

含

水

比

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

湿潤密度ρt＝m /V g/cm3

乾燥密度ρd＝ρt/(1+w/100) g/cm3

間 隙 比 e ＝(ρs/ρd)－1

飽 和 度 S r＝wρs/(e ρw） ％

土粒子の密度 ρs g/cm3

平 均 値 ρd g/cm3

平 均 値 w ％

平 均 値 e

平均値 ρt g/cm
3

平均値 S r ％

特記事項

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 8日

T-4-1 (2.00～2.60m) 髙森　純平

1

891.47

7.450

7.450

7.425

7.360

7.475

7.460

7.437

12.920

12.915

12.918

561.15

2

922.93

7.450

7.465

7.445

7.460

7.460

7.465

7.458

13.065

13.065

13.065

570.75

3

905.95

7.495

7.480

7.465

7.480

7.475

7.465

7.477

13.130

13.125

13.128

576.43

1496

1346.67

997.23

455.20

64.5

1708

1397.49

1046.35

474.56

61.4

1498

1370.67

990.79

464.72

72.2

64.5 61.4 72.2

1.589

0.966

1.791

97.1

1.617

1.002

1.691

97.9

1.572

0.913

1.953

99.7

2.696

0.960

66.0

1.812

1.593

98.2



   
J G S 0 5 2 0 土 の三軸試験の供試体作製・設置

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供試体を用いる試験の基準番号と名称

試 料 の 状 態 1)

供 試 体 の 作 製 2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No.

初

期

状

態

直 径 cm

平 均 直 径 D i cm

高 さ cm

平 均 高 さ H i cm

体 積 V i cm3

含 水 比 w i ％

質 量 m i g

湿 潤 密 度 ρti
3) g/cm3

乾 燥 密 度 ρdi
3) g/cm3

間 隙 比 e i 3)

飽 和 度 S ri 3) ％

相 対 密 度 D ri 3) ％

設

置

・

飽

和

過

程

軸変位量の測定方法

設置時の軸変位量 cm

飽和過程の軸変位量 cm

軸 変 位 量 ΔH i 5) cm

体積変化量の測定方法

設置時の体積変化量 cm3

飽和過程の体積変化量 cm3

体 積 変 化 量 ΔV i 5) cm3

圧
密
前
（
試
験
前
）

高 さ H 0 cm

直 径 D 0 cm

体 積 V 0 cm3

乾 燥 密 度 ρd0 3) g/cm3

間 隙 比 e 0 3)

相 対 密 度 D r0 3) ％

炉

乾

燥

後

容 器 No.

（炉乾燥供試体＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉 乾 燥 質 量 m s g

特記事項 1) 試料の採取方法，試料の状態（塊状，凍結，ときほぐされた）等を記載する。

2) トリミング法，負圧法の種別，凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。

3) 必要に応じて記載する。

4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場合は最小乾燥密度，

   最大乾燥密度等を記載する。

5) 設置時の変化と飽和過程および B 値測定過程での変化を合わせる。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 8日

T-4-1 (2.00～2.60m) 江守　達弥

JGS 0521 土の非圧密非排水(UU)三軸圧縮試験

乱さない

トリミング法

(MHS)

2.696

液性限界 w L %

塑性限界 w P %

81.8

42.0

1

7.450

7.393

7.468

7.437

12.920

12.915

12.918

561.15

64.5

891.47

1.589

0.966

1.791

97.1

外部変位計によって測定

0.000

0.000

0.000

計算による

0.00

0.00

0.00

12.918

7.437

561.15

0.966

1.791

1496

997.23

455.20

542.03

2

7.488

7.473

7.470

7.477

13.130

13.125

13.128

576.43

72.2

905.95

1.572

0.913

1.953

99.7

0.000

0.000

0.000

0.00

0.00

0.00

13.128

7.477

576.43

0.913

1.953

1498

990.79

464.72

526.07

3

7.458

7.453

7.463

7.458

13.065

13.065

13.065

570.75

61.4

922.93

1.617

1.002

1.691

97.9

0.000

0.000

0.000

0.00

0.00

0.00

13.065

7.458

570.75

1.002

1.691

1708

1046.35

474.56

571.79



   
J G S 0 5 2 1 土 の 三軸圧縮試験［UU］ （応力－ひずみ曲線）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称
1)

1)

ひずみ速度 ％/min

特記事項 1) 必要に応じて粘性土
   の場合は液性限界，
   塑性限界，砂質土の
   場合は最小乾燥密度，
   最大乾燥密度等を記
   載する。

供 試 体 No.

セル圧・圧密応力

背 圧 u b

主

応

力

差

最

大

時

圧縮強さ (σa-σr ) max

軸ひずみ εaf ％

CU

間隙水圧 u f

有効軸方向応力 σ′af

有効側方向応力 σ′rf

CD
体積ひずみ εvf ％

間 隙 比 e f

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

変形係数 E 50 MN/m2

供試体の破壊状況

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 8日

T-4-1 (2.00～2.60m) 江守　達弥

(MHS)

液性限界 w L %

塑性限界 w P %

81.8

42.0

1.0

1

20

29.9

14.58

1.39

2

60

66.3

15.00

5.13

3

100

36.0

6.34

3.19

軸ひずみ εa （％）

主
応
力
差
（
σ
a
－
σ
r
）
(
k
N
/
m
2
)

0 2 4 6 8 10 12 14
0

10

20

30

40

50

60

70

(σa-σr) -εa 曲線

1

2

3



   
J G S 0 5 2 1 土の強度特性 土の三軸圧縮試験［UU］

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

強 度 定 数

応 力 範 囲

正 規 圧 密 領 域

過 圧 密 領 域

全 応 力

c φ ° tanφu u u

有 効 応 力

c′ φ′ °kN/m2 kN/m2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

輪島市・穴水町地域エネルギー回収型廃棄物処理施設整備事業に係る地質調査業務  2018年 8月 8日

T-4-1 (2.00～2.60m) 江守　達弥

22.1 0.0 0.000

σ
 
(
k
N
/
m
2
）

τ (kN/m
2
）

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

1
6
0

1
8
0

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0



表 6-1-8 地盤定数一覧表 

※1：設計要領〔道路編〕 H29.4  国土交通省 北陸地方整備局- P9-120 

※2：設計要領・第二集 橋梁建設編 H28.8  東日本・中日本・西日本高速道路株式会社 p4-10～4-13 

※3：建築基礎構造設計指針 -日本建築学会- p278

N値相関※1 N値相関※2 室内試験値 採用値 N値相関※1 N値相関※2 室内試験値 採用値 N値相関※3 N値相関※2 室内試験値 採用値 N値相関※3 N値相関※2 LLT試験値 室内試験値 採用値

表6-1-2 平均値 c=6N 平均値 粘性土のため 平均値 E=0.7N 平均値

表6-1-2 c=6N E=0.7N

岩盤の推定式 コア実測 岩盤の推定式 岩盤の推定式 岩盤の推定式

-

96.4

-
第
四
紀

更
新
世

中
新
世

新
第
三
紀

182

15.9 12 24.724.7 1.416 15.9

17

-

-

20.3

-盛 土 B

強 風 化
凝 灰 角 礫 岩

wR

凝 灰 角 礫 岩 R

地盤定数

単位体積重量

γ(kN/m3)

粘着力

c(kN/m2)

2

6

-

-

地質
年代

地 層 名
( 土 層 名 )

記号
内部摩擦角

φ(°)設計
N値

変形係数

E(MN/m2)

- 17.0

20.8

0.0

- 21.3 96.4- -

36 - 36.0

- 379.420.8 379.4

-

- - 21.3

2.4 2.7 2.4

4.24.2 - -

0.00 0

0

-

-

礫混じり粘土

状のため

-



  

 

添付資料(3)：基本処理フロー 

 

  



  

 

 
 

※原最終処分場の浸出水処理水を炉内噴霧する。浸出水処理水に関するデータを添付資料(4)に示す。 

  

搬 入

ごみピット

ごみクレーン

焼 却 炉

灰出しコンベア
（流動床の場合：不燃

物抜取装置）

灰バンカ
（流動床の場合：砂・鉄分・不燃物

選別装置）

搬 出
(流動床の場合：砂は循環）

ガス冷却室

送 風 機空気予熱器

ガス減温器

バグフィルタ

誘引通風機

煙 突

計 量 機

放 出

消石灰・活性炭

ダスト処理装置

（薬剤処理）

固化灰バンカ

搬 出

温水発生器

＜凡 例＞

ご み

排ガス

空 気

残 渣

薬 剤

前処理破砕機
(必要に応じて)

破砕ごみピット
(必要に応じて)

ごみクレーン
(必要に応じて)



  

 

添付資料(4)：原最終処分場浸出水処理水調査結果 
 

  



  

 

流量 ＰＨ ＳＳ ＢＯＤ ＣＯＤ Ｔ－Ｎ

(積算流量計） （水素イオン濃度） （浮遊物質量）
（生物化学的

酸素要求量）
（化学的酸素要求量） （窒素含有量）

5.8～8.6
（水温℃）

7.4

(19)

7.1

(22)

6.8

(18)

7.7

(21)

7.3

(22)

7.5

(21)

7.3

(20)

7.2

(19)

7.5

(21)

7.4

(18)

7.6

(19)

7.6

(20)

平成29
年度

ｐＨ ㎎／ｌ

月 60 60 90 120

㎎／ｌ ㎎／ｌ

基準値

㎎／ｌ

５月分 4 3.8 28 29

４月分 14 36 39 27

７月分 10 29 49 32

６月分 2 6.5 24 17

９月分 11 12 35 39

８月分 5 4.2 29 24

１１月分 4 6.6 27 32

１０月分 5 8.0 29 14

１月分 3 2.9 21 25

１２月分 3 2.7 25 32

３月分 5 6.6 23 16

２月分 3 4.3 20 29

m3

334.85

348.60

49.00

161.00

55.95

91.60

47.80

53.00

71.20

88.00

103.35

151.65



  

流量 ＰＨ ＳＳ ＢＯＤ ＣＯＤ Ｔ－Ｎ

(積算流量計） （水素イオン濃度） （浮遊物質量）
（生物化学的

酸素要求量）
（化学的酸素要求量） （窒素含有量）

5.8～8.6
（水温℃）

7.7

(20)

7.6

(22)

7.6

(20)

7.2

(20)

6.5

(21)

7.1

(19)

7.7

(18)

7.3

(18)

7.5

(20)

7.8

(19)

7.8

(18)

7.9

(18)

平成28
年度

ｐＨ ㎎／ｌ

月 60 60 90 120

㎎／ｌ ㎎／ｌ

基準値

㎎／ｌ

５月分 14 11 47 44

４月分 4 9.0 44 32

７月分 12 24 61 44

６月分 3 8.2 34 44

９月分 19 57 60 42

８月分 4 2.7 25 33

１１月分 8 14 33 37

１０月分 17 11 70 43

１月分 7 9.7 45 38

１２月分 4 4.4 31 38

３月分 6 6.7 36 28

２月分 6 4.8 42 31

m3

69.20

174.60

144.20

192.00

1054.60

1390.69

48.50

131.20

292.75

292.50

529.00

784.80



  

流量 ＰＨ ＳＳ ＢＯＤ ＣＯＤ Ｔ－Ｎ

(積算流量計） （水素イオン濃度） （浮遊物質量）
（生物化学的

酸素要求量）
（化学的酸素要求量） （窒素含有量）

5.8～8.6
（水温℃）

7.6

(19)

7.5

(21)

7.6

(21)

7.6

(20)

7.3

(20)

6.9

(21)

7.5

(20)

6.9

(19)

7.9

(19)

7.9

(19)

8.1

(19)

7.5

(19)

平成27
年度

ｐＨ ㎎／ｌ

月 60 60 90 120

㎎／ｌ ㎎／ｌ

基準値

㎎／ｌ

５月分 6 17 45 40

４月分 10 17 50 34

７月分 2 2.2 4.5 2.4

６月分 2 6.1 24 39

９月分 8 2.1 36 14

８月分 7 5.8 34 15

１１月分 9 2.3 14 17

１０月分 3 15 69 41

１月分 9 53 51 31

１２月分 12 49 61 41

３月分 16 26 41 34

２月分 6 22 39 26

m3

733.80

63.10

25.40

300.70

425.70

61.15

240.50

203.20

223.10

57.10

391.30

256.10



  

 

 

 

  

流量 ＰＨ ＳＳ ＢＯＤ ＣＯＤ Ｔ－Ｎ

(積算流量計） （水素イオン濃度） （浮遊物質量）
（生物化学的

酸素要求量）
（化学的酸素要求量） （窒素含有量）

5.8～8.6
（水温℃）

7.4

(19)

6.6

(20)

7.3

(20)

7.0

(21)

5.8

(21)

6.5

(20)

7.3

(20)

7.1

(20)

7.8

(19)

7.6

(20)

7.8

(20)

7.6

(20)

㎎／ｌ ㎎／ｌ

基準値

４月分 3 13 40 45

月 60

平成26
年度

ｐＨ ㎎／ｌ ㎎／ｌ

６月分 3 3.8 15 39

60 90 120

８月分 6 1.6 22 30

５月分 13 12 29 44

１０月分 15 56 73 51

７月分 13 4.4 25 33

１２月分 9 61 45

９月分 18 6.9

19

32 49 36１月分 11

３月分 7 3.2 6.6 5.7

38 37２月分 4 38

26 39

18 45 39

14

１１月分

m3

316.66

17.50

229.00

59.00

294.50

219.70

644.70

63.00

302.90

325.80

326.80



  

 

添付資料(5)：建築内部標準仕上表 
 

  



（
　
１
／

５
　
）

床
壁

天
井

事
務

所
関

連 玄
関
風
除
室
（
1
階

）
磁
器
質
タ
イ
ル
貼

タ
イ
ル
貼

岩
綿
吸
音

板
両
引
自
動
ド
ア

玄
関
ホ
ー
ル
（
1
階

）
長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

岩
綿
吸
音

板
4
5

下
足
箱
、
傘
立
て
等

事
務
室

タ
イ

ル
カ

ー
ペ

ッ
ト

貼
フ

リ
ー

ア
ク

セ
ス

仕
様

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

岩
綿
吸
音

板
4
0

受
付

用
窓

口
、

行
事

用
白

板
、

掲
示

板
、

ブ
ラ

イ
ン

ド
等

応
接
室

タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト

ク
ロ
ス
貼

岩
綿
吸
音

板
3
5

ブ
ラ
イ
ン
ド
、
事
務
室
付
近

湯
沸
室

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
貼

タ
イ
ル
貼

ケ
イ
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
板
、
Ｖ
Ｐ
.

ブ
ラ
イ
ン
ド
、
事
務
室
付
近

書
庫

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
貼

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

化
粧
石
こ

う
ボ
ー
ド

事
務
室
付
近

倉
庫

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
貼

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

化
粧
石
こ

う
ボ
ー
ド

事
務
室
付
近

通
用
口
（
１
階
）

磁
器
質
タ
イ
ル
貼

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

化
粧
石
こ

う
ボ
ー
ド

下
足
箱
、
傘
立
て
、
雨
具
か
け
等

管
理

棟

許
容
騒
音
値

（
Ｎ
Ｃ
値
）

室
　
　
　
名

各
室
の
仕
上
げ

備
考



（
　
２
／

５
　
）

床
壁

天
井

各
階

必
要

諸
室

階
段

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
貼

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

化
粧
石
こ
う
ボ
ー
ド

手
摺

身
障
者
用
便
所

磁
器
質
タ
イ
ル
貼

タ
イ
ル
貼
り

ケ
イ
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
板
、
Ｖ
Ｐ
.

手
摺
、
１
階
事
務
室
付
近
に
設
置

便
所
（
男
子
）

磁
器
質
タ
イ
ル
貼

タ
イ
ル
貼
り

ケ
イ
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
板
、
Ｖ
Ｐ
.

手
摺

便
所
（
女
子
）

磁
器
質
タ
イ
ル
貼

タ
イ
ル
貼
り

ケ
イ
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
板
、
Ｖ
Ｐ
.

手
摺

廊
下
・
ホ
ー
ル

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
貼

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

岩
綿
吸
音

板
手
摺

室
　
　
　
名

各
室
の
仕
上
げ

備
考

許
容
騒
音
値

（
Ｎ
Ｃ
値
）



（
　
３
／

５
　
）

床
壁

天
井

工
場

棟

職
員

関
連

中
央

操
作

室
（

ク
レ

ー
ン

操
作

室
併

設
）

タ
イ

ル
カ

ー
ペ

ッ
ト

貼
フ

リ
ー

ア
ク

セ
ス

仕
様

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

岩
綿
吸
音

板
4
0

配
線
ピ
ッ
ト
、
埋
込
式
白
板

湯
沸
室

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
貼

タ
イ
ル
貼
り

ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
板
、
Ｖ
Ｐ
.

厨
房
器
具
、
電
気
器
具
設
置

休
憩
室

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
貼

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

岩
綿
吸
音
板

4
0

ブ
ラ
イ
ン
ド

工
作
室

防
塵
塗
装

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
ち
放
し

棚
、
電
動
ホ
イ
ス
ト

職
員

厚
生

関
連

男
子
更
衣
室

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
貼

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

岩
綿
吸
音
板

ブ
ラ
イ
ン
ド

脱
衣
室

籐
敷

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

ケ
イ
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
板
、
Ｖ
Ｐ
.

ブ
ラ
イ
ン
ド
、
更
衣
室
と
連
絡

浴
室

磁
器
質
タ
イ
ル
貼

タ
イ
ル
貼

バ
ス
リ
ブ

脱
衣
室
と
連
絡

洗
濯
乾
燥
機
室

磁
器
質
タ
イ
ル
貼

タ
イ
ル
貼

ケ
イ
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
板
、
Ｖ
Ｐ
.

ブ
ラ

イ
ン

ド
、

洗
濯

乾
燥

機
、

男
子

更
衣

室
付

近

女
子
更
衣
室

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
貼

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

ケ
イ
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
板
、
Ｖ
Ｐ
.

ブ
ラ
イ
ン
ド

職
員
会
議
室
兼
食
堂

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト

貼
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

岩
綿
吸
音

板
4
0

ブ
ラ
イ
ン
ド

倉
庫

類

薬
品
倉
庫

防
塵
塗
装
（
耐
薬
耐
酸
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
ち
放
し

棚
、
電
動
ホ
イ
ス
ト

資
材
倉
庫

防
塵
塗
装

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

棚
、
電
動
ホ
イ
ス
ト

危
険
物
保
管
庫

防
塵
塗
装

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
ち
放
し

物
入
れ

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
貼

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

化
粧
石
こ

う
ボ
ー
ド

棚
、
各
階
設
置

各
室
の
仕
上
げ

備
考

許
容
騒
音
値

（
Ｎ
Ｃ
値
）

室
　
　
　
名



（
　
４
／

５
　
）

床
壁

天
井

工
場

棟
必

要
各
室

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

防
塵
塗
装
（
ノ
ン

ス
リ
ッ
プ
）

構
造
体
表
し

直
天

ト
ッ

プ
ラ

イ
ト

、
排

水
溝

、
エ

ア
カ

ー
テ

ン
、

誘
導

線
、

車
止

め
、

見
学

用
窓

同
上
　
監
視
室

長
尺
シ
ー
ト

石
膏
ボ
ー
ド
・
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス

化
粧
石
膏
ボ
ー
ド

ﾊ
ﾞ
ｹ
ｯ
ﾄ
ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ
室

防
塵
塗
装

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

直
天

排
水
溝
、
車
止
め

ご
み
ピ
ッ
ト
・
各
ピ
ッ
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
金

ご
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

直
天

ご
み

貯
留

目
盛

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
ト

ッ
プ

ラ
イ

ト
、

見
学

用
窓

ご
み
ピ
ッ
ト
排
水
処
理
室

同
上
一
部
耐
薬
品

塗
装

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

直
天

排
水

ス
ク

リ
ー

ン
、

防
水

・
防

臭
型

マ
ン

ホ
ー

ル

炉
室

コ
ン
ク
リ
ー
ト
金
ご
て

構
造
体
表
し

直
天

マ
シ
ン
ハ
ッ
チ
、
見
学
者
窓

排
ガ
ス
処
理
室

コ
ン
ク
リ
ー
ト
金

ご
て

構
造
体
表
し

直
天

マ
シ
ン
ハ
ッ
チ

機
械
諸
室

コ
ン
ク
リ
ー
ト
金
ご
て

構
造
体
表
し

直
天

必
要
箇
所
に
防
音
材
内
張

ホ
ッ
パ
ス
テ
ー
ジ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
金

ご
て

構
造
体
表
し

直
天

油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
室

防
塵
塗
装

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
ち
放
し

排
水
溝

電
気
室

防
塵
塗
装

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

配
線
ピ
ッ
ト

発
電
機
室

防
塵
塗
装

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

防
音
材
内
張

許
容
騒
音
値

（
Ｎ
Ｃ
値
）

各
室
の
仕
上
げ

備
考

室
　
　
　
名



（
　
５
／

５
　
）

床
壁

天
井

各
階

必
要

緒
室

前
室

防
塵
塗
装
（
ノ
ン
ス
リ
ッ
プ
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し

エ
ア
ー
タ
イ
ト
ド
ア

階
段

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
貼

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

化
粧
石
こ
う
ボ
ー
ド

手
摺

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
機

械
室

防
塵
塗
装

吸
音
材
貼

化
粧
石
こ
う
ボ
ー
ド

身
障
者
用
便
所

磁
器
質
タ
イ
ル
貼

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

ケ
イ
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
板
、
Ｖ
Ｐ
.

手
摺

、
２

階
見

学
者

ホ
ー

ル
付

近
設

置

便
所
（
男
子
）

磁
器
質
タ
イ
ル
貼

タ
イ
ル
貼

ケ
イ
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
板
、
Ｖ
Ｐ
.

手
摺

便
所
（
女
子
）

磁
器
質
タ
イ
ル
貼

タ
イ
ル
貼

ケ
イ
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
板
、
Ｖ
Ｐ
.

手
摺

廊
下

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
貼

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

岩
綿
吸
音

板
4
5

手
摺

見
学
者
通
路

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
貼

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

岩
綿
吸
音

板
4
5

手
摺

見
学
者
ホ
ー
ル

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト

貼
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

岩
綿
吸
音

板
4
5

手
摺

風
除
室

磁
器
質
タ
イ
ル
貼

タ
イ
ル
貼

岩
綿
吸
音

板

室
　
　
　
名

各
室
の
仕
上
げ

備
考

許
容
騒
音
値

（
Ｎ
Ｃ
値
）



  

 

添付資料(6)：建築設備一覧 
  



（　
１
／
５
　
）

備
　
　
　
考

種
別

回
数

管
理
棟

事
務
所

関
連

玄
関
風
除
室
（
1
階
）

○
床 2
0
0

玄
関
ホ
ー
ル
（
1
階
）

○
○

○
1

1
0

○
○

床 3
0
0

○
○

○
○

事
務
室

1
5

○
○

机 7
5
0

○
○

○
○

○
○

応
接
室

1
5

○
○

床 5
0
0

○
○

○
○

○
○

湯
沸

室
○

○
○

○
3

床 2
0
0

○
ＩＨ

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

書
庫

3
5

床 1
5
0

○
○

倉
庫

3
5

床 1
0
0

○

通
用
口
（
１
階
）

○
床 1
0
0

自
動
火
災
報
知
器
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
に
よ
る
こ

と
。

凡
　

例
床

･
･
･
床

面

机
･
･
･
机

上

座
･
･
･
座

業

室
　
　
名

ﾃ
ﾚ
ﾋ
ﾞ

共
聴

設
備

空
調
設
備

負
荷

電
話

電
気
設
備

ガ
ス

放
送

給
排
水
衛
生
設
備

暖
房

時 計 設 備

自
動

火
災

報
知

器
照
明

(
ｌ

ｘ
)

ｺ
ﾝ

ｾ
ﾝ
ﾄ

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ﾎ
ﾝ

給
水

給
湯

散
水

排
水

冷
房

換
気



（　
２
／
５
　
）

備
　
　
　
考

種
別

回
数

各
階
必

要
諸
室

階
段

床 1
5
0

身
障
者
用
便
所

○
○

○
3

2
0

○
床 2
0
0

○
○

パ
ネ
ル

ヒ
ー
タ
ー

便
所
（
男
子
）

○
○

○
3

2
0

○
床 2
0
0

○
ジ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル

便
所
（
女
子
）

○
○

○
3

2
0

○
床 2
0
0

○
ジ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル

廊
下
・
ホ
ー
ル

2
1
0

○
○

床 2
0
0

○
○

自
動
火
災
報
知
器
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
に
よ
る
こ
と
。

凡
　

例
床

･
･
･
床

面

机
･
･
･
机

上

座
･
･
･
座

業

自
動

火
災

報
知

器

時 計 設 備

電
気
設
備

照
明

(
ｌ

ｘ
)

ｺ
ﾝ

ｾ
ﾝ
ﾄ

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ﾎ
ﾝ

放
送

電
話

ﾃ
ﾚ
ﾋ
ﾞ

共
聴

設
備

室
　
　
名

給
排
水
衛
生
設
備

空
調
設
備 暖

房
負

荷
給
水

給
湯

散
水

排
水

ガ
ス

換
気

冷
房



（　
３
／
５
　
）

備
　
　
　
考

種
別

回
数

工
場
棟

職
員
関

連
中

央
操

作
室

（
ク

レ
ー

ン
操

作
室

併
設

）
○

○
1

5
○

○
床 7
5
0

○
○

○
○

○

湯
沸

室
○

○
○

○
3

床 2
0
0

○
ＩＨ

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

休
憩

室
○

○
○

○
1

5
○

○
床 3
0
0

○
○

○
○

○

工
作

室
○

○
○

3
1
0

○
○

床 7
5
0

○
○

○
○

○

職
員
厚

生
関
連

男
子
更
衣
室

1
5

○
○

床 2
0
0

○
○

○

脱
衣
室

○
○

○
1

5
○

○
床 2
0
0

○
○

○
○

浴
室

○
○

○
○

3
5

床 2
0
0

洗
濯
乾
燥
機
室

○
○

○
○

3
5

○
床 1
5
0

○
○

○
○

女
子
更
衣
室

○
○

○
○

1
5

○
○

床 2
0
0

○
○

○

職
員
会
議
室
兼
食
堂

○
○

○
○

1
5

○
○

床 3
0
0

○
○

○
○

○

倉
庫
類 薬

品
倉
庫

1
1
0

床 1
5
0

○

資
材
倉
庫

3
5

床 1
5
0

○

危
険
物
保
管
庫

3
5

床 1
5
0

○

物
入
れ

床 1
5
0

○

自
動
火
災
報
知
器
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
に
よ
る
こ
と
。

凡
　

例
床

･
･
･
床

面

机
･
･
･
机

上

座
･
･
･
座

業

空
調
設
備

電
気
設
備

暖
房

負
荷

照
明

(
ｌ

ｘ
)

ｺ
ﾝ

ｾ
ﾝ
ﾄ

給
排
水
衛
生

設
備

室
　
　
名

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ﾎ
ﾝ

電
話

ﾃ
ﾚ
ﾋ
ﾞ

共
聴

設
備

自
動

火
災

報
知

器

時 計 設 備
給
水

給
湯

散
水

排
水

ガ
ス

放
送

換
気

冷
房



（　
４
／
５
　
）

備
　
　
　
考

種
別

回
数

工
場
棟

必
要
各
室

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
監
視
室
）

○
○

○
○

1
5

○
○

机 7
5
0

○
○

○
○

○
プ
ラ
ン
ト
諸
室
は
臭
気
を
吸
引
し
処
理
す
る
。

ﾊ
ﾞ
ｹ
ｯ
ﾄ
ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ
室

○
○

床 3
0
0

○
○

○

ご
み
ピ
ッ
ト
・
各
ピ
ッ
ト

○
○

3
5

床 3
0
0

○
○

○

ご
み
ピ
ッ
ト
排
水
処
理
室

○
○

3
5

床 3
0
0

○
○

○

炉
室

○
○

3
5

床 3
0
0

○
○

○

排
ガ
ス
処
理
室

○
○

3
5

床 3
0
0

○
○

○

機
械
諸
室

○
○

3
5

床 3
0
0

○
○

○

ホ
ッ
パ
ス
テ
ー
ジ

○
○

床 3
0
0

○
○

○

油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
室

1
1
0

床 3
0
0

○
○

○

電
気
室

1
床 3
0
0

○
○

○

発
電
機
室

○
○

3
5

床 3
0
0

○
○

○

自
動
火
災
報
知
器
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
に
よ
る
こ
と
。

凡
　

例
床

･
･
･
床

面

机
･
･
･
机

上

座
･
･
･
座

業

時 計 設 備
冷
房

暖
房

給
水

給
湯

散
水

排
水

負
荷

ﾃ
ﾚ
ﾋ
ﾞ

共
聴

設
備

自
動

火
災

報
知

器
電

話

空
調
設
備

電
気
設
備

照
明

(
ｌ

ｘ
)

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ﾎ
ﾝ

放
送

室
　
　
名

給
排
水
衛
生
設
備

ｺ
ﾝ

ｾ
ﾝ
ﾄ

ガ
ス

換
気



（　
５
／
５
　
）

備
　
　
　
考

種
別

回
数

各
階
必

要
緒
室

前
室

2
床 2
0
0

差
圧
ダ
ン
パ
ー

階
段

床 1
5
0

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
機
械
室

1
床 2
0
0

身
障
者
用
便
所

○
○

○
3

2
0

○
床 2
0
0

○
○

パ
ネ
ル

ヒ
ー
タ
ー

便
所
（
男
子
）

○
○

○
3

2
0

○
床 2
0
0

○
ジ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル

便
所
（
女
子
）

○
○

○
3

2
0

○
床 2
0
0

○
ジ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル

廊
下

2
○

○
床 1
5
0

○
○

見
学
者
通
路

2
1
0

○
○

床 2
0
0

○
○

○
○

見
学
者
ホ
ー
ル

○
○

○
1

1
0

○
○

床 3
0
0

○
○

○
○

風
除
室

○
床 2
0
0

自
動
火
災
報
知
器
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
に
よ
る
こ

と
。

凡
　

例
床

･
･
･
床

面

机
･
･
･
机

上

座
･
･
･
座

業

換
気

冷
房

電
話

ﾃ
ﾚ
ﾋ
ﾞ

共
聴

設
備

自
動

火
災

報
知

器

時 計 設 備

電
気
設
備

照
明

(
ｌ

ｘ
)

ｺ
ﾝ

ｾ
ﾝ
ﾄ

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ﾎ
ﾝ

放
送

室
　
　
名

給
排
水
衛
生
設
備

空
調
設
備 暖

房
負

荷
給
水

給
湯

散
水

排
水

ガ
ス



  

   

添付資料(7)：試運転期間中の運転教育 
 

(1) 運営事業者は、計量棟の運転管理に関して必要な運転教育訓練を、計量棟の試運転教育

訓練期間中に、建設事業者より受けなければならない。 

(2) 運営事業者は、工場棟の運転管理に関して必要な運転教育訓練を、工場棟の試運転教育

訓練期間中及び正式引渡後を含めて、建設事業者より受けなければならない。 

(3) 教育訓練期間は次のとおりとし、下記の教育訓練実施日数を目安とすること。具体的な

教育訓練実施スケジュール及び教育訓練内容について、運営事業者は建設事業者と協議

のうえ定め、組合の承諾を得ること。運営事業者は、工場棟の運転管理に関して組合と

協議の上、事前に教育訓練計画を作成しなければならない。 
 

施設名 教育訓練期間 教育訓練実施日数 

計量棟 試運転期間中 10日以上 

工場棟 試運転期間中及び営業開始後 90日以上 

 

(4) 教育訓練期間中の運営事業者の行う業務は、運転管理教育の受講と、施設の竣工までに

建設事業者が行う試運転への協力である。 

(5) 試運転期間中にごみの受入が行われることとなるため、運営事業者は、試運転期間中の

運営事業者の運転員等の配置について、建設事業者と協議すること。 

(6) 試運転期間の運営事業者側の運転員の業務については、運転教育を受けながら、且つご

みの処理を開始した負荷運転以降の業務を本事業の範囲とする。ただし、試運転調整ま

では、運営事業者及び建設事業者の責任と経費で必要な期間実施しなければならない。  
  



  

    

添付資料(8)：ごみ処理の基本フロー 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

もえるごみ
(生活系･事業系)

資源物・もえな
いごみ

し尿･浄化槽汚泥

リサイクルセンター

(令和7年度以降)
し尿処理場

可燃性残渣物 汚泥

必要に応じて
前処理

温水
(温水循環）

(ガス冷灰AH灰等含む)

集じん灰 焼却灰

貯留

薬剤処理

固化灰搬出設備 灰搬出設備

(積込) (積込)

本事業範囲

計量設備（受入・計量）

エネルギー回収型廃棄物処理施設
（35t/日）

最終処分場



  

   
添付資料(9)：水関係の基本フロー 
 

 
  

焼却処理

温水
(施設内利用)

場内利用 プラント排水

プラント再利用 排水処理設備

ごみピット汚水 炉内噴霧処理
原最終処分場の

浸出水処理水

雨水
（屋根以外）

生活排水 合併浄化槽 河川放流

組合（管理部門・運転部門）、計量設備

エネルギー回収型廃棄物処理施設

井水・雨水（屋根分）
（プラント用）

上水
（生活用、プラント用）

RDFセンター

:水の流れ

:排水の流れ

凡 例



  

   
添付資料(10)：全体配置動線計画例 
 

 






